
｢アジア医師連絡協｣②の２人

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
初
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
参
加

　
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
進
め
て
い
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
家
族
計
画
・
母
子
保
健
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
今
月
か
ら
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
医
療
援
助
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
　
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
」
（
本
部
・
岡
山
市
、
菅
波
茂
代
表
）
の
メ
ン
バ
上
天
が
加
わ
っ
た
。
同
事
業
団
が
、
同
協
議
会
に
依
頼
し
た
も
の
で
、

二
人
は
現
地
で
助
産
婦
に
対
す
る
保
健
教
育
な
ど
を
行
う
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る
の
は
国
内
で
初
め
て
。

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
大
阪
府

豊
中
市
服
部
本
町
、
田
中
政
宏

医
師
（
三
一
）
（
公
衆
衛
生
学
）
と

東
京
都
文
京
区
本
郷
、
井
上
肇

医
師
（
二
九
）
（
国
際
保
健
）
。

　
今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
る
の
は
、
首
都
マ
ニ
ラ

市
の
北
約
百
諺
の
タ
ル
ラ
ッ
ク

市
周
辺
地
域
。
同
事
業
団
に
よ

る
と
、
同
地
域
の
助
産
婦
と
保

健
婦
は
十
分
な
教
育
を
受
け
て

い
な
い
う
え
、
人
数
も
少
な
い
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予防接種にあたる国際協力事業団
職員とフィリピン保健省職員ら

た
め
、
効
果
的
な
活
動
が
で
き

て
い
な
い
の
が
実
情
。
妊
婦
の

破
傷
風
感
染
率
な
ど
が
高
く
、

五
歳
未
満
の
子
供
の
死
亡
率

も
、
十
万
人
当
た
息
八
十
人
で

日
本
の
約
十
倍
。

　
田
中
、
井
上
岡
医
師
は
現
地

で
、
同
国
保
健
省
職
員
、
同
事

業
団
職
員
ら
と
協
力
し
て
地
域

内
を
巡
回
、
破
傷
風
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
作
業
な
ど
を
手
伝
う
ほ

か
、
ビ
デ
オ
や
紙
芝
居
な
ど
を

使
っ
て
助
産
婦
ら
を
対
象
に
し

た
保
健
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開

く
。
任
期
は
一
年
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た

同
事
業
団
の
鈴
木
英
明
・
医
療

協
力
部
第
一
課
長
（
四
一
）
は
「
現

在
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力

体
制
が
で
き
て
お
ら
ず
、
ち
ぐ

は
ぐ
な
状
態
。
今
回
を
契
機
に
、

行
政
レ
ペ
ル
で
の
交
渉
や
手
続

き
な
ど
は
事
業
団
が
担
当
し
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
Ｎ

1 0
Ｏ
が

現
地
で
効
果
的
な
作
業
に
当
た

る
、
と
い
っ
た
官
民
の
相
互
補

完
の
関
係
が
で
き
れ
ば
、
今
後

の
海
外
協
力
で
も
っ
と
い
い
結

果
を
出
せ
る
の
で
は
」
と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

　
菅
波
代
表
は
「
わ
れ
わ
れ
の

技
術
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。
効
果
的
な
海
外

協
力
を
行
う
た
め
な
ら
喜
ん
で

メ
ン
バ
ー
を
派
遣
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
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